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第2回
小学校区単位のまちづくりモデル小学校区

１月１９日（日）西白井コミュニティプラザ

１

２

報告（～14時35分）

ワークショップ （14時40分～15時55分）

大山口小学校区の
地域の課題解決・魅力づくりに取り組むアイディア

４ 今後の予定（16時25分～16時30分）

本日の流れ

（２）まちづくりアンケートの結果

（１）これまでの検討内容
～大山口小学校区の魅力、地域課題、将来のまちづくり像～

３ 発表・全体共有（15時55分～16時25分）

本日のメインプログラム
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１ 報告

これまでの検討内容
～大山口小学校区の魅力、地域課題、
将来のまちづくり像～

小学校区まちづくり協議会設立準備会の開催
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第1回みんなでまちづくりトーク（令和元年10月26日）

テーマ：大山口小学校区の魅力と地域課題
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7

防犯

福祉・健康づくり

防災

環境（美化・緑化・保全）

交通安全

地域の交流・活性化

地域環境

地域活動の参加者・担い手

子育て・青少年の育成

◎良い点
◎好き・自慢できる点

◎生活で気になる事
◎不安・心配な事
◎困っている事

➊魅力 ➋地域課題

大山口小学校区の魅力と地域課題

分野 課題キーワード 課題の具体的内容

防災（1位）

☆☆☆

❶防災意識 低い

➋地域防災
弱い、訓練参加者が少ない、災害時の対
応方法が不明確、要支援者リストがない、
統一組織がない、高齢者が心配

➌インフラ 災害時に心配（電気・ガス・水道）

防犯（２位）

☆☆☆
❶防犯カメラ 設置なし

➋街路灯・防犯灯 暗い、少ない

交通安全（２位）

☆☆
❶車

右側通行のごみ収集車、生活道路でス
ピード出しすぎ、車が多く危ない所あり、
中木戸公園の違法駐車

➋自転車 歩道が狭い、自転車通学の子ども

［災害が少ない、災害に強い］

［犯罪が少ない］

［子どもの見守り活動が活発］

順位⇒アンケート結果 ［ ］⇒魅力
重要度⇒☆☆☆…非常に高い ☆☆…高い ☆…普通
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分野 課題キーワード 課題の具体的内容

子育て［１３位］

☆☆☆
青少年の育成

［１１位］

☆☆

❶遊び
遊び場不足、道路での遊び危険、ボール
遊び場所なし、外で遊ばない

➋健全育成 夜間の出歩き、未成年バイクの危険運転

➌小中学校
小学校との連携不足、挨拶できない先生、
通学区域の分断

➍保育・教育施設
保育園が徒歩圏にない、いい高校がな
い、進学校が遠い

➎子ども・若者 子ども・若者が少ない

福祉［５位］

☆☆
健康づくり［７位］

☆

❶高齢化の進行
対策不十分、活力低下、ひとり暮らし増
加、コミュニケーションが困難

➋健康づくり・疾病予防
講習会の参加者少、備え（予防）が不十
分、健康サークルが少ない

［元気な高齢者・シニアが多い］

［子どもが明るく元気］

分野 課題キーワード 課題の具体的内容

環境
（美化・緑化［6位］・保全

［8位］）☆

❶街路樹・植栽 手入れ不十分、街路灯をさえぎっている

➋ゴミ
公園へのごみ捨て、ごみゼロ運動少ない、
ゴミステーションがない

➌草の管理 見通し悪く危険、不在宅の草ぼうぼう

➍野良猫 野良猫の増

地域環境
☆☆☆

❶交通［バス・鉄道・移動手段］
バス便少ない、鉄道運賃高い、免許なく移動
手段心配

➋立地環境・場所 高速から遠い、最寄駅から遠い

➌施設
交流場所がない、若い人用・高齢者と子
ども用・高齢者用の施設少

➍買い物・飲食店 ショッピングモール・居酒屋・飲食店が少

➎住宅環境［空き家・集合住宅］
空き家の増、集合住宅の建替え、団地階
段の上り下り

➏雇用・働く場 働く場ない、若者の職場少

［スーパーが多く買い物に
便利、交通アクセスが良
い、道路・歩道が広く整備
されている］

［自然が豊か・緑が多い、
公園が多い、静かな環境］
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分野 キーワード 具体的内容

地域の交流
［９位］・活性化［１２位］

☆☆☆

❶自治会活動
活動が縮小、形式的、高齢者増で交流心配、
自治会同士の交流少ない、自治会等がない
地区あり

➋交流機会・場
自治会を超えた地域交流少ない、若い親
の交流の場が少ない、冬場の交流少ない

➌つながり・助け合い
近所付き合い希薄化、30～40歳代のつ
ながり希薄、各地区のつながり希薄化、
助け合いの仕組み不足、挨拶しない人

地域活動の参
加者・担い手
☆☆☆

➊地域活動への参加者

若い世代の参加少、地域活動の参加者
少、自治会活動の参加者少、働き世代は
参加難、高齢化で活動者少、無関心者、
担い手不足、民生委員いない地区あり

➋若い人の福祉・ボラ
ンティア参加

若い人の関心低く、参加少

［地域のサークル・ボランティ
ア・コミュニティ活動が活発］

地域活動団体の課題
自治連合会

大山口小学校区
支部

地区社会福祉
協議会

西部地区
民生委員児童
委員連絡協議会

青少年相談員連
絡協議会

大山口小学校
ＰＴＡ

１年交代が多く
活動が積みあが
らない、引継ぎ
が不十分

拠点施設の
拡大

なり手がいない 人材の確保 なり手の確保

大山口中学校
ＰＴＡ

高齢者クラブ
大松長寿会

高齢者クラブ
大山口大寿会

ふれあい大松
ＮＰＯ法人

まちづくり西白井

未加入者をなく
す、活動の担い
手の確保

参加者増で会場
が手狭になる

新規会員の
勧誘

スタッフの高齢
化・若返り、参加
者の固定化

地域への法人の
認知度の向上

人、もの、お金、その他の中で、「人」（担い手・参加者）の課題が多数



2020/1/19

7

❹まちづくりの将来像の言葉（キーワード）
【問２３】今後、大山口小学校区が目指すまちづくりの将来像を表すものとして、どのような言葉
（キーワード）がふさわしいと思いますか。（○印はいくつでも）

➊「安心」（66.4％）
➋「安全」（59.9％）、
➌「快適」（38.8％）
➍「支えあい」（33.2％）
➎「つながり」（24.3％）

の順となっている。
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（キャッチフレーズ）

世代をこえて支え合う
笑顔あふれるまち

大山口小学校区まちづくりの将来像

１ 報告

まちづくり
アンケートの結果

対象 大山口小学校区在住の18歳以上の男女800人

調査期間 令和元年8月21日（水）～9月9日（月）の20日間

方法 郵送配布・郵送回収

回収率 ３８.０％ （有効回答数３０４件）
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大項目 質問

➊大山口小学校区での暮らし １．居住年数 ２．住みやすさ ３．愛着 ４．定住希望
５．魅力

➋日頃の関わりや地域活動

６．地域との関わり ７．地域の人々のつながり
８．地域の人々のつながりの必要性
９．助け合える人や信頼して相談できる人
１０.小学校区で活動している団体の理解
１１.小学校区で活動している既知の団体
１２.地域活動への関心 １３.地域活動の活発度

➌地域課題 １４.地域課題 １５.特に重要な地域課題

➍これからの
住みよいまちづくり

１６.これからの地域でのつながり
１７.これからの地域活動の大切さ
１８.地域活動を盛んにするために必要なこと
１９.これからのまちづくりへの関わり
２０.これから地域で取り組むべきこと
２１.特に重要な取り組むべきこと
２２．これから協力・参加していきたい活動
２３.まちづくりの将来像の言葉（キーワード）

➎基本的属性 ２４.性別、年齢、住所、同居している家族構成、仕事

これからの小学校区単位のまちづくりのアイディア・意見

本日報告する
アンケート結果

❹これからの地域でのつながり
【問１６】大山口小学校区を住みよいまちにしていくために、これから地域でどのようなつながりが大切だと思いますか。（○印はいくつでも）

大山口小学校区での日頃の関わりや地域活動について

有効回収数 304人
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❹これからの地域活動の大切さ
【問１７】大山口小学校区を住みよいまちにしていくために、これから地域活動は大切だと思いますか。（○印は１つ）

「そう思う」（43.4％）と「ややそう思う」（43.8.％） を併せ、9
割弱が大切と考えている。

９割弱が地域活動が大切と回答

＋

有効回収数 304人

❹地域活動を盛んにするため必要なこと
【問１８】大山口小学校区の地域活動を盛んにしていくために、これから必要なことは何だと思いますか。（○印はいくつでも）

有効回収数 304人
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20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代～

１ 住民が気軽に交流できる機会をつくる ○ ○
２ 若い世代が参加しやすい環境をつくる ● ○
３ 地域で協力・連携する意識を育む ○
４ 地域の活動・イベント等の情報を発信する ○
５ 活動のメンバーを増やす ○ ○
６ 活動の拠点となる場所を確保する ○
７ 住民の知識・技能・経験をいかせる機会を増やす ○
８ 住民同士や団体間で情報を共有する ◎
９ 活動のリーダーをつくる ○
１０ 活動に必要なお金を確保する ○ ○

年代別集計
●…１５ポイント以上多い ◎…１０ポイント以上多い ○…５ポイント以上多い

❹これからのまちづくりへの関わり
【問１９】大山口小学校区のまちづくりに、これからどのように関わっていたいですか。（○印は１つ）

「機会があるときに協力・参加していきたい」（48.7％）が最
も多く、「関心はあるが協力・参加は難しい」（25.0％）、「わ
からない」（8.2％）が続いている。

有効回収数 304人
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20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代～

積極的に協力・参加していきたい

機会があるときに協力・参加していきたい ○ ◎

関心はあるが協力・参加は難しい ◎

関心がなく協力・参加できない ○

わからない ○

年代別集計
●…１５ポイント以上多い ◎…１０ポイント以上多い ○…５ポイント以上多い

❹これから地域で取り組むべきこと

【問２０】
大山口小学校区を住みよいまちにしていく
ために、これから地域（住民）が中心になっ
てより組むことはどんなことだと思いますか。
（○印はいくつでも）
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➊防災活動
➋防犯活動
➌交通安全活動
➍高齢者、障がい者
への支援活動
➎環境美化活動
の順となっている。

グラフは次頁に続く
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20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代～

１ 防災活動 ○ ○

２ 防犯活動 ◎ ○

３ 交通安全活動 ○ ○

４ 高齢者、障がい者への支援活動 ○ ○ ●

５ 環境美化活動 ○

６ 生活マナーの啓発活動
７ 住民同士の親睦・交流活動 ○ ◎

８ 健康づくり活動 ◎

９ 環境保全活動 ◎

年代別集計
●…１５ポイント以上多い ◎…１０ポイント以上多い ○…５ポイント以上多い

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代～

１０ 子育て支援活動 ○

１１ 青少年の健全育成活動
１２ 地域のリーダーや担い手の発掘・育成 ○ ○

１３ 地域活性化の活動
１４ 地域イベントや活動の情報発信
１５ 外国人との共生活動 ○

１６ 特にない ○ ○

１７ 無回答
１８ 地域の伝統文化の継承・保存活動

年代別集計
●…１５ポイント以上多い ◎…１０ポイント以上多い ○…５ポイント以上多い
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❹特に重要な取り組むべきこと

第１位 第２位 第３位

１番目
に重要

防災
（22.0％）

防犯
（21.7％）

高齢者、障がい者へ

の支援（7.6％）

２番目
に重要

防災
（13..2％）

防犯
（11.2％）

交通安全
（10.9％）

３番目
に重要

生活マナー

（7.6％）

高齢者、障がい者へ

の支援（7.2％）

防災（6.9％）

防犯（6.9％）

問20で○をつけたなかで、特に地域（住民）が中心になって取り組むべきことはどんな
ことですか。重要と思う順番に番号をお書きください。

❹これから協力・参加していきたい活動
【問２２】問２０で示した１～１７の活動の中で、あなたがこれから協力・参加していきたい活動があれば、あては
まる番号をいくつでも記入してください。（特になければ空欄）

無回答（なし）を除くと
➊防災活動 ➋環境美化活動
➌防犯活動 ➍住民同士の親
睦・交流活動 ❺高齢者、障が
い者への支援活動
の順となっている。

有効回収数 304人
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有効回収数 304人

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代～

１ 防災活動 ◎ ○

２ 環境美化活動 ○ ◎

３ 防犯活動 ●

４ 住民同士の親睦・交流活動
５ 高齢者、障がい者への支援活動 ○

６ 健康づくり活動
７ 交通安全活動 ○ ○

８ 環境保全活動 ○

９ 生活マナーの啓発活動

年代別集計
●…１５ポイント以上多い ◎…１０ポイント以上多い ○…５ポイント以上多い



2020/1/19

17

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代～

１０ 地域活性化の活動
１１ 青少年の健全育成活動
１２ 子育て支援活動

１３ 外国人との共生活動
１４ 地域の伝統文化の継承・保存活動
１５ 地域イベントや活動の情報発信
１６ 地域のリーダーや担い手の発掘・育成

年代別集計
●…１５ポイント以上多い ◎…１０ポイント以上多い ○…５ポイント以上多い

順位
地域課題

（生活で気になる事、不安・心配な
事、困っている事等）

これから地域（住民）が中心
になってより取り組むこと

これから協力・参加
していきたい活動

１位 防災（47.0） 防災活動（58.2） なし（無回答）（56.9）
２位 防犯（43.1） 防犯活動（53.3） 防災活動（15.1）
３位 交通安全（38.8） 交通安全活動（41.4） 環境美化活動（14.5）
４位 生活マナー（32.9） 高齢者・障がい者への支援活動（35.5） 防犯活動（11.8）
５位 高齢者・障がい者への支援（31.3） 環境美化活動（30.9） 住民同士の親睦・交流活動（9.5）
６位 環境美化（26.6） 生活マナーの啓発活動（27.0） 高齢者・障がい者への支援活動（8.9）

７位 健康づくり（26.3） 住民同士の親睦・交流活動（26.6） 健康づくり活動（8.6）
８位 環境保全（19.7） 健康づくり活動（25.7） 交通安全活動（7.2）
９位 住民同士の親睦・交流活動（18.1） 環境保全活動（20.4） 環境保全活動（5.6）
１０位 リーダーや担い手の発掘・育成（17.1） 子育て支援活動（20.1） 生活マナーの啓発活動（5.6）
１１位 青少年の健全育成（15.1） 青少年の健全育成活動（18.1） 地域活性化の活動（3.9）
１２位 地域活性化（15.1） リーダーや担い手の発掘・育成（16.1） 青少年の健全育成活動（3.6）
１３位 子育て支援（13.8） 地域活性化の活動（12.5） 子育て支援活動（2.6）

まちづくりアンケート結果に基づく「地域課題」と「これからの取り組み・活動」の比較
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まとめ
●これからの地域のつながり・・・いざという時に助け合えるが第1位
●地域活動の大切さ・・・9割弱が大切と感じている
●地域活動を盛んにするためには
・・・交流機会、若い世代が参加しやすい環境（特に20、30歳代）、協力・連携意
識が上位 40歳代は多様な意見、50歳代は情報共有
●まちづくりへの関わり
・・・「機会があるとき」（特に60、30歳代）が最も多く、「難しい」（特に70歳代）も多い
●地域で取り組むべきこと
・・・防災、防犯、交通安全、高齢者、障がい者への支援、環境美化が上位
30～40歳代⇒防犯、交通安全 60、70歳代⇒多様な分野

●協力・参加したい活動
・・・防災、環境美化、防犯、親睦・交流活動、高齢者、障がい者への支援
が上位 年代による傾向あり

ワークショップ

本日のテーマ
大山口小学校区の
地域の課題解決・
魅力づくり

に取り組むアイディア

２
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私たち地域が主体となり、
どんなことに取り組んでいけばいいか？

ワークショップのねらい

世代をこえて支え合う笑顔あふれるまち

自助 共助 公助

➋魅力を
つくる

❶地域課題
を解決する

防犯

福祉・健康づくり

防災

環境（美化・緑化・保全）

交通安全

地域の交流・活性化

地域環境

地域活動の参加者・担い手

子育て・青少年の育成

地域主体で取り組むアイディア

地域課題
（Ｐ４～６）

地域の魅力
（Ｐ４～６）

アンケート結果
（Ｐ９～１９）
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地域活動の参加者・担い手

防
犯

福
祉
・健
康
づ
く
り

防
災

環
境
（美
化
・緑
化
・保
全
）

交
通
安
全

地
域
の
交
流
・活
性
化

地
域
環
境

子
育
て
・青
少
年
の
育
成

地域活動の参加者・担い手を増やす取り組みが重要

職員が進行（ファシリテーター）を担当

順に名前と住んでいる地区を紹介 ５分

９つの地域課題や魅力をもとに、課題解決・
魅力づくりのための取り組みアイディアを記入

一押しのアイディアを３つ選び、下線を引く

ワークショップの進め方

❶個人ワーク（一人で考えて取り組みアイディアを記入） １０分
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防災の重要度高い
防災意識が低い
統一組織がない

防災講座を開催し、防災
リーダーを発掘・養成する

防災意識を高めるには
リーダー（人材）が必要！
リーダーをつくり、統一組
織を立ち上げ、地域防災
力を向上させては・・・

自然が豊か・緑が多い、
公園が多い
高齢化の進行、健康
サークルが少ない

緑や公園をいかした健康
づくりを広げる健康サーク
ルをつくる

環境をいかした健康づくり
の仕組みを考えれば、多く
の人が継続的に健康づく
りに取り組めるのでは・・・

魅力
地域課題

取り組み
アイディア

防災リーダー
養成講座を
開催する

防災リーダー
緑や公園をいか
した健康サーク
ルをつくる

健康サークル

・ふせん１枚に「１つのアイディア」
・マジックではっきり大きく簡潔な文章

のりがついてい

る面は裏面
です。

のり

上

下

下線のイメージ
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アイディアの整理（類似・組合せ）、新たなアイディアの追加

グループ一押しの取り組み 数個（３～５個）選定

➋順に一押しのアイディアを３つ読み上げ一巡 ５分

➌残り全てのアイディアを読み上げ一巡 １５分

❹グループ内で意見交換（整理・追加） ２５分

➎発表準備 ５分

全般的な意見と一押しの取り組みを再確認
発表時間 1グループ３～４分程度

（１）自由にアイディアを出し合いましょう
・できるか、できないかは二の次で、自由に考えましょう。

（２）一人ひとりが発言できる機会をつくりましょう

・参加者全員で発言機会を提供し合い一人が長く話しすぎない。（発言は簡潔に）

（３）気持ちよく参加できる場をつくりましょう

・お互いの考えの違いや多様な意見を受け止め、相手を否定、批判しない。

（４）脇道にそれないようみんなで気をつけましょう
・限られた時間を有効に使うため、テーマ以外の話題は別の機会に。

ワークショップの基本ルール
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➊２月に第４号発行
２月に自治会回覧を実施

［設置場所］
複合センター・西白井コミュニティプラザ

➋フェイスブック
➌市のＨＰ

情報発信

口コミでどんどん輪を
広げていきましょう！

これからの予定

➊小学校区まちづくり計画の検討
本日のアイディアをもとに、設立準備会で取り組みの
優先度を検討し、取捨選択していきます。
⇒計画（案）を作成後、意見公募を予定

設立準備会は公開しています。
⇒ぜひ傍聴（人数制限有）にお越しください。

概要はまちづくり通信・フェイスブックにて発信
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これから地域で取り組むべきこと 全体（％） 男性 女性

１
防災活動
（大地震などの災害時の緊急時の対応など）

58.2 ◎

２
防犯活動
（登下校の見守り、地域パトロール、振り込め詐欺の予防など）

53.3 ○

３
交通安全活動
（子ども・高齢者の事故防止、自転車等の安全運転など）

41.4

４
高齢者、障がい者への支援活動
（サロン等の居場所づくり、見守り・安否確認、日常生活支援など）

35.5

５
環境美化活動
（ゴミ拾い・清掃、緑化・花の植栽など）

30.9 ○

６
生活マナーの啓発活動
（路上駐車、ポイ捨て防止など）

27.0

男女別集計
●…１５ポイント以上多い ◎…１０ポイント以上多い ○…５ポイント以上多い

これから地域で取り組むべきこと 全体（％） 男性 女性

７
住民同士の親睦・交流活動
（夏祭り、各種交流イベントなど）

26.6

８
健康づくり活動
（生活習慣病・介護予防の運動、スポーツ、健康教室など）

25.7 ○

９
環境保全活動
（ゴミの減量・資源化など）

20.4 ○

１０
子育て支援活動
（サロン等の交流・情報交換の場づくりなど）

20.1

１１
青少年の健全育成活動
（居場所づくり、体験活動、世代間交流、学習支援など）

18.1

１２ 地域のリーダーや担い手の発掘・育成 16.1

男女別集計
●…１５ポイント以上多い ◎…１０ポイント以上多い ○…５ポイント以上多い
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これから地域で取り組むべきこと 全体（％） 男性 女性

１３
地域活性化の活動
（まちおこし、にぎわいづくり、コミュニティビジネスなど）

12.5 ○

１４
地域イベントや活動の情報発信
（情報誌の発行、ホームページの作成など）

7.6

１５
外国人との共生活動
（在住外国人への支援、相互理解など）

7.2

１６ 特にない 5.3

１７ 地域の伝統文化の継承・保存活動 3.6

１８ その他 2.6

男女別集計
●…１５ポイント以上多い ◎…１０ポイント以上多い ○…５ポイント以上多い


